

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































市場価格 12 28/3＝9・3 8 4
生産量 8 32/3＝10・6 12 16
利潤 64 512/9＝56・8 48 0
消費者余剰 32 56・7 72 128
































































































































































































































































北　星　論　集（経） 　第 59 巻　第２号（通巻第 77 号）
法律に詳しいですねぇ。
男： すべて，経済学担当の教授から聴いた耳
学問だ。
女： 私，経済学部へ転部しようかしら。
男： どうして？
女： だってぇ，経済学部だのに法律に詳しい
教授がいるのなら…。
男： …どうだー，よく分かっただろ。ガッテ
ンしていただけましたか？
女： ガッテン！　ガッテン！　そういう視点
から法を運用すれば，国民が受けるメ
リットも大きくなって皆が幸せになれる
んですね〜。
男： はい。そのとおり。
女： そっかあ。公取は国民にとって，鸛（コ
ウノトリ）の役割をしてるんだ！
注1．グラフの中の数値で計算すれば，利潤
は56.18となる。
後 記　先代の三
さん
遊
ゆう
亭
てい
円
えん
楽
らく
は，あるラジオ番組
のなかで落語の生
い の ち
命はサゲ（＝オチ）にあ
る，と言っていました。オリンピックの鉄
棒選手がフィニシュの着地をピタットと決
めるごとく，サゲも決まらないと間抜けな
噺になってしまう，と言うのです。ただし，
サゲのない落語もあります。中込（2004）。
　 　このサゲをより深く考察し，定義した落
語家の1人に桂
かつら
枝
し
雀
じゃく
（2017）がいました。
枝雀はサゲを（1）ドンデン，（2）へん，（3）
謎解，（4）合わせ，の4つに定義し，多く
の古典落語のサゲをこれらに当てはめて分
類しています。
　 　枝雀の定義にしたがえば，本作品のサゲ
は「謎解」と「合わせ」から生まれる「な
〜るほど」と感じるものに分類できるかも
しれません。
　 　公取の役割（市場の競争秩序を維持，促
進させることが消費者＝国民の利益を守
り，ハッピーにする）を，数式を用いて説
明するところは謎解であり，謎が解けたと
ころで幸福の使者である鸛（コウノトリ）
と掛け合わせて，サゲとなっています。
　 　なお，本作品の内容は標準的な産業組織
論のテキストに出ています。理論的に付加
するものはなにもありません。競争のメ
リットを小噺仕立てで解説しただけです。
ご寛恕，願います。
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